
 

 
 
 
 
 

訪日外国人アンケート調査 
 

調 査 結 果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

Ⅰ 調 査 の 概 要 

 
 

（１）調査対象    日本に滞在後、帰路途中の外国人（国際線で出発待ちの方） 

 
（２）調査方法    聞き取りによるアンケート調査 

 
（３）調査期間    平成１７年７月２０日～２４日の５日間 

 
（４）回収数     英語（英米国人に限らず）で答えられた方 １００人 

中国語で答えられた方 １００人 
韓国語で答えられた方 １００人 

              合計 ３００人 
 

（５）調査主体    国土交通省中部地方整備局 
 

（６）調査委託機関  株式会社ＵＦＪ総合研究所 

 
 

Ⅱ 調 査 結 果 

１ アンケート対象の属性 

主な居住地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（%）

女性
31.7

全体
（ｎ＝300）

男性
68.3

（%） 全体
（ｎ＝300）

１０歳代
　　2.7

２０歳代
　25.3

３０歳代
　29.0

４０歳代
　21.7

６０歳以上
　　　　　3.7

５０歳代
　16.0

７０歳以上
　　　　　1.7

国名 件数 構成比率

・ 韓国 101 33.7%
・ 中国 95 31.7%
・ アメリカ 72 24.0%
・ 台湾 8 2.7%
・ カナダ 4 1.3%
・ マレーシア 4 1.3%
・ スペイン 2 0.7%
・ ベルギー 2 0.7%
・ アンティグア（カリブ海） 1 0.3%
・ オーストラリア 1 0.3%
・ サウジアラビア 1 0.3%
・ スイス 1 0.3%
・ タンザニア 1 0.3%
・ デンマーク 1 0.3%
・ パラオ 1 0.3%
・ ブラジル 1 0.3%
・ フランス 1 0.3%
・ ブルガリア 1 0.3%
・ ルーマニア 1 0.3%
・ ロシア 1 0.3%
合計 300 100.0%

性別 

年齢 



２．滞在中の訪問先とその印象について 
 
滞在中に訪れた都市・地域 

〇 名古屋が 79.7％で最も高く、中部地方では瀬戸・長久手（愛知万博）が 23.7％で続いている。

中部地方以外では東京が高く、大阪と京都が拮抗している。 

 

滞在中に訪れた都市・地域（複数回答） 

質問２③今回の滞在中、あなたが訪れた都市・地域は次のうちどれですか、すべてお答え下さ
い。（訪れた都市・地域を全て選択） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注＝網掛けは中部地方の都市・地域。 

 
 
 

名古屋

東京

大阪

京都

瀬戸・長久手
（愛知万博）

岐阜

静岡

浜松

伊勢

長野

豊橋

高山

津

四日市

松本

その他

無回答

全体（ｎ＝300）

79.7

35.7

29.0

26.7

23.7

12.7

5.3

4.7

4.3

4.0

3.3

2.3

1.7

1.3

32.3

0.3

8.7

0 20 40 60 80 100 （％）



３．国際的な視点（自国との比較）からみた、中部地方の評価について  
４つの視点からの評価 

〇 中部地方について自国との比較では「安全・安心」については約９割、「環境」と「交流」

については各々約８割がよい評価を与えている。その中、「国際競争力」が優れ活気がある地

域との見方については「そう思う」が約６割、「そう思わない」が約３割で評価度合いがやや

低下する傾向が見られる。 

 

４つの視点からの評価 

質問３ 中部地方について、次の４つの視点から評価をしてください。 
①「安全・安心」：中部地方のまちは治安の面で不安がなく、安心して過ごすことができる。 
②「環境」：中部地方では自然・環境に配慮したまちづくり、地域づくりがおこなわれている。 
③「国際競争力」：中部地方は経済・産業（ビジネス、生産）の拠点として活気がある地域である。
④「交流」：中部地方のまちは海外から訪れやすく、来訪者に親切なまちである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体
（ｎ＝300）（%）

③「国際競争力」の評価

無回答
　　　　　11.0

そう思わない
　　　　　27.3

そう思う
61.7

全体
（ｎ＝300）（%）

④「交流」の評価

そう思う
83.3

無回答
　　　　　6.7

そう思わない
　　　　　10.0

全体
（ｎ＝300）（%）

①「安全・安心」の評価

無回答
　　　　　2.0

そう思わない
　　　　　4.3

そう思う
93.7

全体
（ｎ＝300）（%）

②「環境」の評価

そう思う
88.0

無回答
　　　　　5.7

そう思わない
　　　　　6.3



４．国際的視点（自国との比較）からみた社会資本（交通アクセス基盤）の評価について  
社会資本（交通アクセス基盤等）の評価 

〇 中部国際空港は自国の空港と比較して「非常に快適であった」が 35.7％、「快適であった」

が 45.7％、合わせて 81.4％が快適と捉えている。 

〇 中部地方の公共交通機関についても「非常に快適であった」と「快適であった」で 80.4％と

なっている。 

〇 中部地方の道路の評価については、「非常に快適であった」と感じる度合いが上記の社会資

本に比べやや低下傾向にあるが、「快適であった」を合わせると 81.3％となっている。 

 

社会資本（交通アクセス基盤等）の評価 

質問 4 
①中部国際空港（セントレア）は自国の空港と比較して、いかがでしたか。 
②中部地方の公共交通機関（鉄道・バス・地下鉄等）は自国の交通機関と比較して、いかがでしたか。
③中部地方の道路は自国の道路と比較して、いかがでしたか。（対象：バス・乗用車を利用された方）。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体
（ｎ＝300）（%）

②中部地方の公共交通機関の評価

無回答
　　　　　12.3

全体
（ｎ＝300）（%）

①中部国際空港（セントレア）の評価

無回答
　　　　　1.0

快適であった
　　　　　45.7

非常に快適であった
　　　　　　　　35.7一部不便を感じた

　　　　　16.0

不便であった
　　　　　1.7

非常に
快適であった
　　　38.7

全体<バス・乗用車利用の方>
（ｎ＝209）（%）

③中部地方の道路の評価

快適であった
　　　　　41.7

一部不便を感じた
　　　　　7.0

不便であった
　　　　　0.3

非常に快適であった
　　　　　　　　23.9

快適であった
　　　　57.4

一部不便を感じた
　　　　　18.2

不便であった
　　　　　0.5



５．今回の滞在を通した中部地方の印象と再訪意向について  
中部地方の再訪意向 

〇 再度「訪れたいと思う」が 76.0％、「特に訪れたいと思わない」が 20.0％となっている。 

〇 訪れたいと思う理由は、温泉を楽しみたい、今回訪問出来なかった観光地へ行きたい、家族

旅行として、仕事を兼ねた観光などとなっている。半面、今回の滞在で観光地としての魅力を

見出せなかったことが再訪問を促がさない理由となっている。 

 

中部地方の再訪意向 

②中部地方の再訪意向についてお答えください。中部地方を再度訪れたいと思いますか。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 4－2－2 その理由（自由回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（%） 全体
（ｎ＝300）

訪れたいと思う
76.0

特に訪れたいと思わない
　　　　　20.0

無回答
　　　　　4.0

再訪意向 理由

訪れたいと思う ・ 秋に観光に来たい
・ 行きたい所が一杯ある
・ 長野とか奈良に行きたい
・ 上高地に行きたい
・ 高山へ行きたい
・ 伊勢での温泉がよかったのでまた来て見たいと思う
・ 次回は真珠島にも行きたいし温泉にも行きたい
・ 空気がよく、環境がいい、温泉に入りたい
・ 温泉をたのしみたい
・ またゴルフと温泉に来たい
・ 名古屋についてよくわからないが機会があれば来たい
・ 家族連れで浜松へ行きたい
・ エキスポ以外に行くところがあれば
・ 友人に会いに来たい
・ 親戚も住んでいるし、他のところにも行きたい
・ 会社のチャーター便が日本へ飛んでいるのでタダで乗れるので来たい
・ 買物に来たい
・ 環境がよく、買物にはいい。便利でサービスがよい

が ば
評価 理由

特に訪れたいと ・ 観光地が少ない

思わない ・ 遺跡が少ないから
・ 遊ぶところが少ない
・ 住むにはいいところだが、観光には向いていない
・ 工業中心で観光地ではない
・ 今回はエキスポがあるから寄っただけ
・ 北海道など他の場所に行きたい
・ 先に大阪，東京へ行きたい
・ 休暇で来るなら東京や京都に行きたい
・ もっと大きいまちに行きたいから
・ 名古屋は魅力が少ないため特に来たいと思わない
・ 高すぎるから、休暇では来ない
・ 物価が高く、食べものが合わない
・ 仕事以外であまり来るとは思えない（九州や北海道へ行きたい）

・ 出張なら来るが、仕事以外で来ようとは思わない




